
 

 令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三橋中学校 ）     学校番号 ２２４                             
目 指 す 学 校 像 子どもが行きたい学校 保護者が行かせたい学校 教職員がやりがいを感じられる学校 地域が信頼を寄せる学校        

          

重 点 目 標 

１ デジタルの優位性を存分に活用した個別最適な学びの推進及び基礎学力の向上 
２ 安心・安全な学校に向けた相談機能の一層の向上を目指した生徒指導・教育相談体制の充実 
３ 学校運営協議会を中心とした学校・家庭・地域の協働体制による社会に開かれた学校の実現 
４ 一人ひとりが力を発揮し、誰もが居心地のよい（Well-Being）学校をつくる教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
〇全国学力・学習状況調査は、全国との比較で全
ての教科が平均を上回っている。市との比較で
は、数学は市の平均より高い力があるが、国
語・英語は平均を若干下回っている。 

〇市の学習状況調査【生活習慣に関する調査】で
は、「学びに向かう力等」について肯定的な回
答をした生徒の割合は、３年生は全教科・理科
は全学年が市の平均を上回っているが、その他
は、市平均より若干低い傾向がみられる。 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、ＩＣＴ機器の活用状況に係る質問項目にお
いて、すべて全国、県、市の平均を上回ってい
る。 

〈課題〉 
〇全国学力・学習状況調査の結果分析から、全国
平均は上回っているものの、国語の「言葉の特
徴や使い方」、英語では、全項目が市の平均を
下回っている。 

〇各教科におけるＩＣＴの活用状況調査では、市
の平均を大いに上回っているが、一層の効果的
な活用を研究・実践する。 

・ 学 び の 自 律
化・探究化に
向けた情報端
末の活用、授
業改善 

①「学びのポイント」（じしゃク）を活
用した授業研究を各学年が随時取り
組み、生徒が目標をもって主体的に
学べる「探究的な学び」を実践す
る。 

②デジタル教材を活用し、生徒が目標を
もって学習に取り組むことで、個別最
適な学びを推進する。 

③学習状況調査の結果から、基礎学力の
定着に一層の充実を達成する。 

④Solaるーむ等を活用した、個別最適な
学びの場を提供する。 

①学校評価（生徒）において、「授業は
楽しくわかりやすいですか。」の肯定
的な回答の割合が９５％以上となった
か。 

②学校評価（生徒）において、「学習用
端末を活用することで、学習に取り組
みやすくなったと感じますか。」の肯
定的な回答の割合が９５％以上となっ
たか。 

③学習状況調査【生活習慣に関する調
査】の「学びに向かう力等」について
肯定的な回答をした生徒の割合が市の
平均を過半数で超えることができた
か。 

 

 

 

 

 

・学ぶ楽しさを
実 感 で き る
「ＳＴＥＡＭ
Ｓ ＴＩＭＥ」
の実施による
探究的な学び
の実現 

①「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」で、プログ
ラミング的思考とＰＢＬを取り入れた
探究的な学びを行う単元を創り出し、
実施する。 

②教員と生徒が共に学び、試行錯誤しな
がら、現代的な課題の解決を目指すプ
ログラムを展開する。 

①学校評価（教職員）において、「ＳＴ
ＥＡＭＳ教育を理解し、ＳＴＥＡＭＳ 
ＴＩＭＥを実施することができたか」
と回答する教員の割合が６５％以上と
なったか。 

②学校評価（教職員）の総合的な学習の
時間に関連する項目の肯定的な回答の
割合が９０％以上となったか。 
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〈現状〉 
〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした生徒
の割合は、全国、県平均を上回った。 

〇さわやか相談室・スクールカウンセラーの配
置・Sola るーむの設置等の生徒の心のサポート
体制の一層の充実に取り組んでいる。 

〇昨年度も、施設・設備の不具合等が主な原因と
考えられる生徒のけがは０件であった。 

〈課題〉 
〇いじめや不登校等、生徒の内面における安心・
安全な学校つくりを一層推進する。 

〇問題行動の対応・解決に向けての取組におい
て、多様な価値観の関係者から同意を得ること
に課題が増えてきている。 

〇教職員の問題行動対応力の一層の向上を行う。 

・いじめや不登
校の未然防
止、早期発
見、早期解決
に向けた校内
体制の充実 

①定例（週１回）の生徒指導委員会・教
育相談部会では、情報連携を効率的
に実施し、生徒一人ひとりに応じた
支援の方法（ケース会議）を実施す
ることで有効な支援につなげる。 

②年間６回のアンケートを実施し、生徒
の心の状態の把握し、支援が必要な
生徒には面談を適宜実施する。 

①学校評価（教職員）における生徒指
導・教育相談に関連する項目の肯定的
な回答の割合が９５％以上となった
か。 

②学校評価（生徒）（保護者）におい
て、関連する項目の肯定的な回答の割
合が９０％以上となったか。 

 

 

 

 

 

・安全な生活の
実現に向けた
校内体制の充
実 

①月に１回の安全点検で危険箇所を確実
に把握し、修繕が必要な箇所につい
ては速やかに対応する。 

②教職員の情報連携・行動連携を一層向
上させ、デジタルの優位性を活用し
た問題行動対応力・情報収集能力の
一層の向上を達成する研修を実施す
る。 

①学校評価（教職員）に係る安全指導、
施設・設備に関連する項目の肯定的な
回答の割合が９０％以上となったか。 

②電子媒体の管理簿は、学期に１回以上
点検し管理の徹底をすることができた
か。また、破損した状態のまま使用せ
ず速やかに修繕することができたか。 
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〈現状〉 
〇三橋小・三橋中学校合同（協働）の学校運営協
議会を組織し小中一貫の地域連携を実施してい
る。 

〇保護者の式典や行事への参加方法及びＰＴＡの
在り方について、従来の方法にとらわれること
なく、イノベーションを基本とし、ニーズに応
じた方法で実施している。 

〈課題〉 
〇学校運営協議会で熟議・決定した「三橋学区で
目指す児童生徒像」の一層の充実を目指し、学
校・家庭・地域ができることを、現状を確認し
ながら協働活動へと一層発展させていく。 

〇保護者の意識の変化や時代のニーズを確認しな
がら、学校公開の方法やＰＴＡの活動を研究
し、実践する。 

〇デジタルの優位性を活用した情報発信を一層向
上させる。 

・学校運営協議
会を軸とした
「熟議」から
「協働」への
転換による役
割 の 明 確 化
と、地域学校
協働活動の推
進 

①三橋学区で目指す児童像や身に付けさ
せたい資質・能力について共有すると
ともに、学校・地域・保護者の役割と
具体的な取組について明確化する。 

②学校運営協議会において、学校・家庭
地域それぞれの取組の成果と課題及び
改善策について熟議し、組織的で持続
可能な連携・協働体制を構築する。 

①学校運営協議会の熟議で、学校・地
域・保護者の役割と具体的な取組につ
いて明確にし協働へとつなげることが
できたか。 

②学校運営協議会委員アンケートのすべ
ての項目で、肯定的な回答の割合が９
０％以上となったか。 

 

 

 

 

 

・ＰＴＡ、地域
との連携・協
働による、自
己肯定感を醸
成する教育活
動の展開 

 

①地域のボランティア活動の情報を積極
的に集めると共に、新たなボランティ
アの機会の新設を地域と協働ですすめ
る。 

②保護者の意識や希望に沿う学校公開や
式典を計画する。また、デジタル化
した情報を有効に発信するためのソ
フト・ハードを研究する。 

 

①学校評価（教職員）における「家庭・
地域との連携」に係る項目において、
肯定的な回答の割合が９０％以上とな
ったか。 

②学校評価（保護者）における家庭・地
域・ＨＰに係る３項目で、肯定的な回
答の割合が８５％以上となったか。 
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〈現状〉 
〇学校の歴史から、教育活動全体を通した人権教
育を持続可能な取組として実施していくことを
目標に、研修会や校内研究に取り組んでいる。 

〇学校全体の教育水準の向上を目指し、教職員
個々の研修奨励を行い、教職員は資質向上指
標・個々の目標に応じた研修をおこなってい
る。 

〈課題〉 
〇本校における人権教育の推進は持続可能で恒久
的な取組である必要がある。 

〇ＳＳＳＰを活用し、教職員個々の必要に応じた
研修を行うことで、指導力向上を達成する。そ
のためには、研修機会・時間の確保をおこなう
ための働き方改革の一層の充実が必要である。 

・教育活動全体
を通した人権
教育の推進並
びに、授業力
向上のための
研修の実施 

 
・誰もが居心地
のよい職場環
境の構築 

①計画的な校内研修の実施と教職員の情
報連携による人権教育の実施・推進を
行う。 

②人権教育が適切に教育活動の中で実
施・反映されているか、生徒は望まし
い変容をしているかの確認機会を設定
する。 

③ＳＳＳＰ・教育ＤＸが活用できる職場
環境を整備し、ワークライフバランス
のとれた労働環境を確保する。 

①年６回の校内研修を計画通りに実施す
ることができたか。 

②学校評価（教職員）における校内研修
に係る項目において、肯定的な回答が
９０％以上となったか。また、学校評
価（生徒）における「授業は楽しく分
かりやすいですか」の項目において、
肯定的な回答が９５％以上となった
か。 

③学校評価（教職員）における働き方改
革に係る項目において、肯定的な回答
の割合が７５％以上となったか。 
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